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１ 安全のために必ずお守りください 
 

ご使用の前に、この『安全のために必ずお守りください』をよく読み内容を理解してから正しくお使いください。 

ここに示した注意事項は、製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や損害を未然に防止する

ためのものです。 

また、注意事項は、危害や損害の大きさと切迫の度合いを明らかにするために、誤った取扱いをすると生じる

ことが想定される内容を、危険・警告・注意の３つに区分しています。 

しかし、注意の欄に記載した内容でも、状況によっては重大な結果に結び付く可能性があります。 

いずれも安全に関する重要な内容ですので必ずお守りください。 

 

危険：取扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う危険が差し迫って生じることがあります。 

警告：取扱いを誤った場合、死亡または重傷を負う可能性があります。 

注意：取扱いを誤った場合、傷害を負う可能性、物的損害が発生する可能性があります。 

 注記：警告・注意以外の情報を示します。 

 

絵 

表 

示 

の 

例 

 
△記号は、危険を告げるもの、または警告・注意を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な危険事項や、注意事項を描いたものもあります。（左図は感電危険） 

 
○記号は、禁止の行為であることを告げるものです。 

図の中や近くに具体的な禁止事項を描いたものもあります。（左図は分解禁止） 

 
●記号は、行為を強制したり、指示したりする内容を告げるものです。 

図の中に具体的な注意事項を描いたものもあります。（左図はアースする） 

 

●搬入・移動上の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 注 意 

 
搬入・移動に際しては、重心・重量を考慮し

て作業する。 

＊落下・破損などによりケガの原因になります。 

 
人手により運搬や持ち上げる際は、腰だけを

かがめず膝も曲げて持ち上げるようにする。 

＊腰を痛める原因になります。 

 

●組立て・設置の際の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 警 告 

 電源側にモータ保護装置を設置する。 

＊火災や故障の原因になります。 

換気扇に合った適正なモータブレーカー

を設置してください。 

 
モータ保護装置設置の際は、

接続コードをコード押さえな

どで確実に固定する。 

＊漏電・ショート・火災の原因

になります。 

 

 
アルミニウム・マグネシウム・チタン・亜鉛・

化学物質などの爆発性粉じんの近くや雰囲

気中に設置しない。 

＊爆発・火災により重大な人身事故の恐れが

あります。 

 
屋外の雨水のかかるところに

設置しない。 

＊絶縁劣化による感電・漏電・

火災・故障などの原因になり

ます。 

 

 

コード

押さえ 
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 注 意 

 
標準モータは、周囲温度０℃～４０℃、相対湿

度８０％以下の雰囲気内に設置する。 

＊故障や感電・火災の原因になります。 

周囲温度が特殊な場所に設置するには、右

の処置が必要です。 

   

周囲温度が特殊な場所 処  置  

乾燥機や船の機関室のよ

うに、周囲温度が４０℃を

超えるところ 

モータ絶縁階級をＦ種

またはＨ種にする 

 

冷凍室など、周囲温度

が０℃以下になるところ 

耐寒処理を施したモー

タを使用する 

 

   

 
振動のある場所に設置しない。 

＊共振を起こし、ハネやモータアームなどが

壊れて事故の原因になります。 

 
換気扇の運転に耐えられる充分な強度のある

場所に設置する。 

＊換気扇の落下による事故の原因になりま

す。 

運転中に振動を起こし、ハネやモータアー

ムが壊れて事故の原因になります。 
 

粉じんが多い場所や油煙が多い場所など、雰

囲気の悪い場所に設置しない。 

＊モータ焼損の原因になります。 

 
腐食性ガスが発生する場所に設置しない。 

＊腐食による破損を原因とした事故の恐れ

があります。防食塗装などの特殊仕様は、

当社営業マンにご相談ください。 

 
屋外や湿度の高い場所には本機を絶対に設

置しない。 

＊故障、感電、火災の原因になります。 

 
石油精製工場、ガソリンスタンド、塗装工場、

化学工場などのように、ガソリンやプロパン

などの爆発性ガス・可燃性ガスの存在する場

所や貯蔵庫には絶対に設置しない。 

＊爆発の危険性があります。 

必ず防爆型有圧換気扇を設置してください。 

 
火気の近くに設置しない。 

＊モータリード線の変形によるショート、発

火の原因になります。 

 
換気扇の移動・設置の際は、ハネの取扱いに

注意する。 

＊ハネが変形すると事故の原因になります。 

 
吸気方向直前や排気方向直後に障害物のあ

る場所に設置しない。 

＊モータに負担がかかり、モータ焼損の原因

になります。 

 

 
窓枠などに取付ける

場合は、換気扇周辺の

開口面をふさぐ。 

＊開口面をふさがな

いと、排気効率が低

下して適正換気量

を得られず、健康を

害することがあり

ます。 

 

 
本機は≪高所取付用≫機器です。 

やむを得ず低い場所に取付ける場合は、換気

扇のハネに身体や物が接触しないように金

網などを張って安全対策をする。 

＊ケガをする危険性があります。 

 
取付け工事や保守点検の際は、安定した台を

足場として使用する。 

＊転倒してケガをする恐れがあります。 

 
ダクトを製作して使用するときは、吸気側・

排気側とも本機の開口面積（断面積）より小

さい断面積のダクトは使用しない。 

＊モータ焼損の原因になります。 

  
ダクトを製作して使用するときは、ダクトを

極端に何回も曲折して使用しない。 

＊モータ焼損の原因になります。 

なるべく直線に近い状態で使用してください。 

 
本機取付けは、ボルト・ナットでしっかりと

締付ける。 

＊締付け不足は、本機落下によるケガや事故

の危険があります。 

 
フィルターを取付けるときは、充分なフィル

ター開口面積を確保する。 

＊モータ焼損の原因になります。 

 

隣の壁など 
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 注 意 

 
素人配線・結線はしない。 

＊電気工事は認定を受けた電気工事士でなければ施工できません。 

 配線・結線が不完全だと漏電・感電・火災の原因になる恐れがあります。 

 
取付け枠を溶接止めするときは、取付け部に

綿ゴミ・油などが無いことを確認してから作

業に入る。 

＊綿ゴミなどがあると、火災の恐れがあります。 

 
脱落事故防止のため、本機の取付け穴を利用

し、確実に堅牢に取付ける。 

＊設置が不完全な場合、落下してケガの原因

になります。 

 
設置の際に、木ネジを使用しない。 

＊木ネジでの設置は、ゆるんで落下する危険

性があり、ケガの原因になります。 

 
接続後のリード線は、絶縁テープでひとつひ

とつ被覆する。 

＊感電することがあります。 

 
電気配線工事は、必ず入力側の電源を遮断

し、電圧が無いことを確認後、行なう。 

＊感電による重大な人身事故の恐れがあり

ます。 

 
配線工事は、電気設備基準や内線規定に従っ

て安全に行なう。 

＊接続不良や、誤った配線工事は、感電や火

災の恐れがあります。 

 
電源側とモータリード線の接続、その他の分岐

点の接続は、圧着端子取付けネジ止め・圧着接

続・ハンダ付けのいずれかの方法で行う。 

＊接続不良による火災やモータ焼損の恐れ

があります。 

 
電源コードの接続部は確実に締付けて固定す

る。 

＊締付けがゆるいと、コードが外れるなどし

て感電の恐れがあります。 

 
電源コードは、指定の容量以上のものを使用

する。 

＊容量不足のコードは、発熱して火災や感電

の恐れがあります。 

 
電源コードは、損傷したり、導体が剥き出しに

なったものを使用しない。 

＊コードが発熱して火災の危険があります。 

 

●試運転・運転の際の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 警 告 

 
本機内を、グラインダー・溶

接機などから発生する火花を

含む空気、４０℃を超える空気

などを通過させない。 

＊火災の原因になります。 

 

 セメント粉・合成樹脂・トナーなどの固形化

するもの、金属粉・カーボンなどは吸引しな

い。 

＊感電、ショート、発火の原因になります。 

 電源コードやプラグが傷んだり、コンセント

の差し込みがゆるいときは使用しない。 

＊感電、ショート、発火の原因になります。 

 水・油などをかけない。 

＊火災や感電の原因になり 

ます。 

 
ハネが回転中に、指を差込ま

ない。 

＊回転中のハネで指が切断され

たり、重大なケガになります。 

 

 
ハネが回転中に、器物を差し込んだり、当て

たりしない。 

＊差込んだ物が壊れたり、ハネの変形などに

より、事故の原因になります。 

 

 注 意 

 
動かなくなったり、異常がある場合は、すぐ

に電源を遮断し、販売店に必ず点検修理を依

頼する。 

＊感電・漏電・ショートなどによる火災の恐

れがあります。 

 本機に異常な振動が発生した場合は、すぐに

使用を中止し、本機の点検をする。 

＊ハネ破損や、本機落下により、ケガをする

恐れがあります。 
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 注 意 

 
定格電圧内で使用する。 

＊感電、ショート、発火の原因になります。 

規定の電圧以外の電圧をかけないでくだ

さい。発電機で使用するときも、定格電圧

内でご使用ください。 

 
モータ単体で使用しない。 

＊換気扇用モータは、ハネの回転によりモータ

温度の上昇を抑えています。 

モータ単体で使用するとモータが過熱状態に

なり、火災やモータ焼損の原因になります。 

 
モータを逆回転で使用しない。 

＊モータ焼損などの原因になります。 

吸気に仕様変更している際はその仕様に

従ってご使用ください。 

 
濡れた手で、電源プラグやスイッチ、配線な

どの電気回りを触らない。 

＊感電することがあります。 

 
本機の吸気方向直前や排気方向直後で、ダクト

を急激に曲げて使用しない。 

＊モータに負荷がかかり、モータ焼損の原因

になります。 

 吸気口および排気口をふさがない。 

＊火災の原因になります。 

 

 
ハネにほこりや油などが付着したら取除く。 

＊ハネのアンバランスによる振動、故障の

原因になります。 

 
導電体（カーボン、鉄、鋳物など）の粉じん発生

場所では、必ず定期的に本機を掃除する。 

＊感電や、ショートして発火の原因になります。 

 
電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に曲

げたり、引っ張ったり、ねじったり、束ねない。 

＊電源コードが破損し、火災や感電の原因に

なります。 

 
電源コードや延長コードは、巻いたままや寄せ

集めた状態で使用しない。 

＊コードが発熱して火災の危険があります。 

必ず伸ばした状態で使用してください。 

 
電源プラグにピンやゴミを付着させない。 

＊感電やショートして発火することがあり

ます。 

 
電源コードに重い物をのせたり、挟み込まない。 

＊電源コードが破損し、火災や感電の原因に

なります。 

 
使用しないときは、電源プラグをコンセント

から抜く。 

＊ケガ、やけど、絶縁劣化による感電や漏電

火災の原因になります。 

 
電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ張

らずに、先端の電源プラグを持って引き抜く。 

＊感電やショートして発火することがあり

ます。 

 

●保守・点検の際の注意事項■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 危 険 

 
保守点検の際は、電源ブレーカーを必ず遮断する。 

また、不注意などでスイッチを入れないように、制御スイッチに「投入禁止」の札をつける。 

＊感電や事故の危険性があります。 

 

 警 告 

 
修理技術者以外の人は、分解したり、修理や

改造を絶対にしない。 

＊発火したり、異常動作してケガをすること

があります。 

 
保守点検や清掃の際は、必ずプラグをコンセ

ントから抜き、ハネの回転が完全に止まって

から行う。 

＊感電やケガをすることがあります。 

 

 注 意 

 点検・お手入れの際は、必ず安定した台の上

で作業する。 

＊転倒し、ケガをする恐れがあります。 

 

 

 
パネル・ハネなどを拭くときは、タワシ・磨砂・

ベンジン・シンナーは使用しない。 

＊ハネのバランス不良による破損事故により、

ケガの原因になります。 

中性洗剤または、アルコールなどを使用して

拭いてください。 
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２ 仕様 
 

速 度 調 節 ３速式（強・中・弱） １速式 ３速式（強・中・弱） １速式 

品 番 ＳＣＦ-２５ＤＡ１-Ｔ ＳＣＦ-２５ＤＡ１ ＳＣＦ-３０ＤＢ１-Ｔ ＳＣＦ-３０ＤＢ１ 

ハ ネ 径 ２５ｃｍタイプ ３０ｃｍタイプ 

電 源 １００Ｖ １００Ｖ 

公 称 出 力 ３０Ｗ ６０Ｗ 

極 数 ４Ｐｏｌｅｓ ４Ｐｏｌｅｓ 

周 波 数 （Ｈｚ） ５０ ６０ ５０ ６０ ５０ ６０ ５０ ６０ 

消費電力 （ Ｗ ） ７０ ７０ ７０ ７０ ４７ ５８ ４７ ５８ 

最大風量（ｍ３/ｍｉｎ） １８ ２１ １８ ２１ ２５ ２８ ２５ ２８ 

質 量 ６.５ｋｇ ６ｋｇ ８ｋｇ ７.５ｋｇ 

モータ保護装置 サーマルプロテクター内蔵 サーマルプロテクター内蔵 サーマルプロテクター内蔵 サーマルプロテクター内蔵 

備 考 ３速スイッチ付き 
スイッチは付属し

ていません 
３速スイッチ付き 

スイッチは付属し

ていません 

 

速 度 調 節 ３速式（強・中・弱） １速式 

品 番 ＳＣＦ-３５ＤＣ１-Ｔ ＳＣＦ-３５ＤＣ１ 

ハ ネ 径 ３５ｃｍタイプ 

電 源 １００Ｖ 

公 称 出 力 １００Ｗ 

極 数 ４Ｐｏｌｅｓ 

周 波 数 （Ｈｚ） ５０ ６０ ５０ ６０ 

消費電力 （ Ｗ ） １３５ １５５ １３５ １５５ 

最大風量（ｍ３/ｍｉｎ） ３７ ４２ ３７ ４２ 

質 量 １０.５ｋｇ １０ｋｇ 

モータ保護装置 サーマルプロテクター内蔵 サーマルプロテクター内蔵 

備 考 ３速スイッチ付き スイッチは付属していません 

 

速 度 調 節 ３速式（強・中・弱） １速式 

品 番 ＳＣＦ-４０ＤＤ１-Ｔ ＳＣＦ-４０ＤＤ１ ＳＣＦ-４０ＤＤ３ 

ハ ネ 径 ４０ｃｍタイプ ４０ｃｍタイプ 

電 源 １００Ｖ ３相２００Ｖ 

公 称 出 力 １５０Ｗ ２００Ｗ 

極 数 ４Ｐｏｌｅｓ ４Ｐｏｌｅｓ 

周 波 数 （Ｈｚ） ５０ ６０ ５０ ６０ ５０ ６０ 

消費電力 （ Ｗ ） １５５ ２００ １５５ ２００ ２１０ ２５５ 

最大風量（ｍ３/ｍｉｎ） ４９ ５５ ４９ ５５ ６１ ７２ 

質 量 １２ｋｇ １１.５ｋｇ １１ｋｇ 

モータ保護装置 サーマルプロテクター内蔵 サーマルプロテクター内蔵 － 

サーマル設定値 － － １.４Ａ １.４Ａ 

備 考 ３速スイッチ付き スイッチは付属していません 
電源プラグは付いていません 

スイッチは付属していません 

※市販されているサーマルリレーを使用した際には、サーマルを表示の値に設定してください。 
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速 度 調 節 ３速式（強・中・弱） １速式 

品 番 ＳＣＦ-Ｎ５０DE１-Ｔ ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ２-Ｔ ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ１ ＳＣＦ-Ｎ５０ＦＦ３ 

ハ ネ 径 ５０ｃｍタイプ ５０ｃｍタイプ 

電 源 １００Ｖ 単相２００Ｖ １００Ｖ ３相２００Ｖ 

公 称 出 力 ２５０Ｗ ２５０Ｗ ２５０Ｗ ４００Ｗ 

極 数 ４Ｐｏｌｅｓ ４Ｐｏｌｅｓ ４Ｐｏｌｅｓ ６Ｐｏｌｅｓ 

周 波 数 （Ｈｚ） ５０ ６０ ５０ ６０ ５０ ６０ ５０ ６０ 

消費電力 （ Ｗ ） ２６０ ３３０ ２５５ ３２０ ２１０ ３１０ － － 

最大風量（ｍ３/ｍｉｎ） ７５ ８７ ７５ ９２ ７５ ８７ ９８ １１４ 

質 量 １９ｋｇ １９ｋｇ １７.５ｋｇ ２０ｋｇ 

モータ保護装置 サーマルプロテクター内蔵 サーマルプロテクター内蔵 サーマルプロテクター内蔵 － 

サーマル設定値 － － － ２.２Ａ ２.４Ａ 

備 考 ３速スイッチ付き 
電源プラグなし 

３速スイッチ付き 

スイッチは付属し

ていません 

電源プラグ、スイッチ

は付属していません 
 

速 度 調 節 １速式 １速式 １速式 

品 番 ＳＣＦ-Ｔ６０ＦＧ３ ＳＣＦ-Ｔ７５ＦＨ３ ＳＣＦ-Ｔ９０ＦＩ３ 

ハ ネ 径 ６０ｃｍタイプ ７５ｃｍタイプ ９０ｃｍタイプ 

電 源 ３相２００Ｖ ３相２００Ｖ ３相２００Ｖ 

公 称 出 力 ０.７５ｋＷ １.５ｋＷ ２.２ｋＷ 

極 数 ６Ｐｏｌｅｓ ６Ｐｏｌｅｓ ６Ｐｏｌｅｓ 

周 波 数 （Ｈｚ） ５０ ６０ ５０ ６０ ５０ ６０ 

最大風量（ｍ３/ｍｉｎ） １３９ １６２ ２７１ ３０９ ３３７ ３８６ 

質 量 ３７ｋｇ ６１ｋｇ ８６.５ｋｇ 

サーマル設定値 ５.０Ａ ５.５Ａ ８.０Ａ １０.５Ａ １２.５Ａ １４.５Ａ 

備 考 

ＩＥ ｃｏｄｅ ： ＩＥ３ 

電源プラグ、スイッチは付属

していません 

ＩＥ ｃｏｄｅ ： ＩＥ３ 

電源プラグ、スイッチは付属

していません 

ＩＥ ｃｏｄｅ ： ＩＥ３ 

電源プラグ、スイッチは付属

していません 

※市販されているサーマルリレーを使用した際には、サーマルを表示の値に設定してください。 

 

３ 各部の名称と寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注記 ①上図はＳＣＦ-３０DB１外形図です。基本的な構造は変わりませんが、機種により、各部の形状が

異なります。 

②ＳＣＦ-２５ＤＡ１、ＳＣＦ-２５ＤＡ１-T、ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ１、ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ１-Ｔ、ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ２-T、

および３相２００V 機種には、コンデンサーＢＯＸはありません。 

③単相２００Ｖ機種および３相２００Ｖ機種には、電源プラグは付いていません。 

取付け穴 
ベルマウス 

パネル 

モータ 

モータリード線 

モータアーム 

コンデンサーＢＯＸ 

電源プラグ 

ハネ 
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外形寸法図（ハネ径２５～４０ｃｍタイプ） 

単位：ｍｍ 

ＳＣＦ-２５ＤＡ１-T．ＳＣＦ-２５ＤＡ１ 

 

ＳＣＦ-３０ＤＢ１-Ｔ．ＳＣＦ-３０ＤＢ１ 

ＳＣＦ-３５ＤＣ１-Ｔ．ＳＣＦ-３５ＤＣ１ 

 

ＳＣＦ-４０ＤＤ１-Ｔ．ＳＣＦ-４０ＤＤ１ 

 

ＳＣＦ-４０ＤＤ３ 
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外形寸法図（ハネ径５０～９０ｃｍタイプ） 

単位：ｍｍ 

ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ１-Ｔ．ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ１． 

ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ２-Ｔ． 
 

ＳＣＦ-Ｎ５０ＦＦ３ 

 

ＳＣＦ-Ｔ６０ＦＧ３ 

 

 

ＳＣＦ-Ｔ７５ＦＨ３ 

 

ＳＣＦ-Ｔ９０ＦＩ３ 
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４ 設置 
 

安全にご使用いただくために、必ず「１安全のために必ずお守りください」の項を先にお読みください。 

 

１. ご確認ください 

設置の前に、設置位置の強度をよくご確認ください。 

強度が弱い場所に設置すると、換気扇の落下や振動の原因になりますので、必ず補強工事を施して 

ください。 

 

≪野鳥の多い場所でのおすすめ取付け法≫ 

建屋周辺に野鳥が多い場合は、防鳥網の取付けをおすすめします。 

特に、換気扇が吸気仕様の場合は、鳥を吸込むトラブルを未然に防止できます。 

 

 

２. 設置の手順 

(１) まず、壁面を開口します。 

開口寸法は、ハネ径を目安とします。 

（例）ＳＣＦ-２５ＤＡ１の場合 

この機種のハネは直径２５ｃｍですから、開口面

は２５ｃｍ角、または２５ｃｍ丸となります。 

右図のように壁面を開口してください。 

 

 

 

(２) 取付け枠をつくります。 

建屋のＣ型鋼などを利用して取付け枠をつくります。 

取付け穴のピッチは、７～８ページ「外形寸法図」を

ご参照ください。 

 

 

 

(３) 換気扇を設置します。 

換気扇は、右図のようにして、Ｍ８ボルト・Ｍ８ナット・

φ８スプリングワッシャー・φ８平ワッシャーで設置し

ます。 
＊換気扇には、ボルトなどの設置用部品は付属していません。 

＊取付け面の厚さを考慮して、適正な長さのボルトをご用意

ください。 

＊換気扇の大きさにより、ボルト類の必要数は異なります。 

換気扇ハネ径 設置用ボルト類の必要数 

２５～４０ｃｍタイプ ４セット 

５０～６０ｃｍタイプ ４セットまたは８セット 

７５～９０ｃｍタイプ ８セット 

 

取付け穴ピッチ 

建屋の骨材 

建屋の骨材 

４×φ１０ 取付け穴ピッチ 

Ｍ８ナット 

φ８平ワッシャー 

φ８スプリング 

   ワッシャー 

Ｍ８ボルト 

φ８平ワッシャー 

有圧換気扇 
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(４) 吸気用への変更 

① 電源１００Ｖ機種、単相２００Ｖ機種 

機種名をご確認の上、当社までご相談ください。 

② 電源３相２００Ｖ機種 

通常は「排気用」として出荷していますので、「吸気用」としてご使用になる場合は、ハネを裏返し

に付け直してください。電源の接続も、吸気用に変更が必要です。結線後、モータに貼付の回転

方向シールの矢印表示と逆方向に回転しているかご確認ください。※１１ページもご参照ください。 

③ 換気扇を屋外に設置して吸気する場合 

吸気用ハネに交換する必要はありません。 

ハネ回転方向は、モータ側から見て左回転です。 

換気扇に雨水などがかからないように、必ず屋外フード（別

売品）も設置してください。 

注記 
換気扇を、同じ大きさの屋外フードで覆うことはできま

せん。※下記「換気扇と屋外フードの適合表」ご参照 

 

(５) 別売シャッターの設置 

●別売品として、専用の《風圧シャッター》があります。 

●このシャッターは、換気扇作動時の風圧により開閉する風圧式です。 

●別売シャッターの取付け穴は、換気扇本体の取付け穴と同寸法です。 

●シャッターと換気扇本体で、取付け面を挟んで、ボルト・ナットで 

確実に取付けてください。 

●シャッター取付け後は、シャッター取付け面の全周を防水コーキン 

グしてください。 

注記 
①ボルト・ナットを締め過ぎると、シャッターのフレームが

歪み、風圧での開閉ができなくなります。 

締め過ぎにご注意ください。 

②シャッターは壁面設置専用です。 

天井などに、上向きまたは下向きに設置すると、開閉動作

が正常にできません。 

 

(６) 別売屋外フードの設置※受注生産品です。 

●別売品として、ステンレス製《屋外フード》があります。 
●屋外フードの取付け穴は、換気扇本体の取付け穴と同寸法

です。 
●屋外フードと換気扇本体で、取付け面を挟んで、ボルト・

ナットで確実に取付けてください。 
●換気扇専用《風圧シャッター》設置の場合、屋外フード内

に収納可能。防鳥網や防虫網の設置もできます。 
 

換気扇と屋外フードの適合表 ※換気扇を、同じ大きさの屋外フードで覆うことはできません。 

換気扇品番 
適合する屋外フード品番 

 換気扇を覆う場合（※） 

ＳＣＦ-２５ＤＡ１-Ｔ． ＳＣＦ-２５ＤＡ１ ＳＣＦＦ-２５ ＳＣＦＦ-３５ 

ＳＣＦ-３０ＤＢ１-Ｔ． ＳＣＦ-３０ＤＢ１ ＳＣＦＦ-３０ ＳＣＦＦ-４０ 

ＳＣＦ-３５ＤＣ１-Ｔ． ＳＣＦ-３５ＤＣ１ ＳＣＦＦ-３５ ＳＣＦＦ-５０ 

ＳＣＦ-４０ＤＤ１-Ｔ． ＳＣＦ-４０ＤＤ１． ＳＣＦ-４０ＤＤ３ ＳＣＦＦ-４０ ＳＣＦＦ-５０ 

ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ１-Ｔ． ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ１． 

ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ２-Ｔ． ＳＣＦ-Ｎ５０ＦＦ３ 
ＳＣＦＦ-５０ ＳＣＦＦ-６０ 

ＳＣＦ-Ｔ６０ＦＧ３ ＳＣＦＦ-６０ ＳＣＦＦ-９０ 

ＳＣＦ-Ｔ７５ＦＨ３ ＳＣＦＦ-７５ ＳＣＦＦ-９０ 

ＳＣＦ-Ｔ９０ＦＩ ３ ＳＣＦＦ-９０ ― 

屋内  屋外 

屋外フード 

換気扇 

風の方向 

風の方向 

屋内  屋外 

屋外フード 

シャッター 

取付け面 

有圧換気扇 

Ｍ８ナット Ｍ８ボルト 
φ８平ワッシャー 

φ８スプリング 

ワッシャー 

シャッター 
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３.電源の接続 

 

注記 
３相２００Ｖモータを正回転で接続すると、換気扇のハネが逆回転になる場合があります。モータは

ハネが正回転になるように接続してください。（12 ページ参照） 

 

(１) 電源仕様の確認 

下表により、機種の電源仕様を確認のうえ、電気工事をしてください。 

品 番 電 源 

ＳＣＦ-２５ＤＡ１-Ｔ． ＳＣＦ-２５ＤＡ１． ＳＣＦ-３０ＤＢ１-Ｔ． ＳＣＦ-３０ＤＢ１． 

ＳＣＦ-３５ＤＣ１-Ｔ． ＳＣＦ-３５ＤＣ１． ＳＣＦ-４０ＤＤ１-Ｔ． ＳＣＦ-４０ＤＤ１． 

ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ１-Ｔ． ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ１． 

１００Ｖ 

ＳＣＦ-Ｎ５０ＤＥ２-Ｔ． 単相２００Ｖ 

ＳＣＦ-４０ＤＤ３． ＳＣＦ-Ｎ５０ＦＦ３． ＳＣＦ-Ｔ６０ＦＧ３． ＳＣＦ-Ｔ７５ＦＨ３． 

ＳＣＦ-Ｔ９０ＦＩ３． 
３相２００Ｖ 

 

(２) 結線 

① 電源側とモータ側のリード線の接続、その他の分岐点の接続は、圧着端子取付けネジ締め、また

は、それに準ずる確実な方法で接続してください。 

② ３速スイッチの取付け（３速式機種のみ） 

３速スイッチは、壁面に固定できるようにアタッチ

メントが付いています。 

1）スイッチからアタッチメントを外す。 

両側のカヌークリップを抜くと、アタッチメント

が外れます。 

2）アタッチメントを壁面に取付ける。 

取付けピッチは、右図の通りです。 

壁面に合った固定方法でアタッチメントを取付けて 

ください。 

3）アタッチメントに３速スイッチを取付ける。 

カヌークリップで固定してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ ハネの回転方向の確認 

● １００Ｖ機種、単相２００Ｖの場合 

   ≪排気用≫ ≪吸気用≫ 

   モータ側から見て、反時計 モータ側から見て、時計方向に 

   方向に回転します。 回転します。 

１３ 

Ｒ４ 

４８.４ 

２５ 

１７ 

８２ １４０ 

８ 

８ 

２４.２ ２４.２ 

２５ 

２５ 

９０ 

２×φ３.８ 

Ｒ２.５ 

カヌークリップ 

アタッチメント 
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● ３相２００Ｖ機種の場合 

結線とハネの回転方向 

≪排気用≫   回転方向  空気の流れ ≪吸気用≫   回転方向  空気の流れ 

 

モータ側から モータ側から 

見て、ハネが 見て、ハネが 

反時計方向に 時計方向に 

回転します。 回転します。 

 

※逆回転しているときは、３本のリード線のうち２本を入替えると回転方向が変わります。 

 

(３) モータ保護装置を取付ける 

結線の際は、モータを欠相や過負荷などから保護するために、モータブレーカーやサーマルリレー

などの保護装置を取付けてください。 

① 電源１００Ｖ機種、単相２００Ｖ機種 

●モータ保護装置を本体に内蔵しています。ゴミがハネに付着したり、電圧が間違っているなどの

理由で、モータに過負荷状態が発生した場合、モータ焼損を防止するため自動的に電源が切れます。 

●モータ保護装置は作動後数分で自動的に解除される構造です。電源プラグを必ずコンセントから

抜いて、原因を取除いた後、しばらく放置してください。放置後、プラグをコンセントに差込ん

で再度運転を開始してください。 

原因を取除いた後も運転できない場合は、危険ですのでむやみに分解せず、販売店へお申し出く

ださい。 

 

② 電源３相２００Ｖ機種 

市販品のモータ保護装置（モータブレーカー、サーマルリレー）をご使用ください 

●モータ保護装置は、ゴミがハネに付着したり、欠相運転、電圧が間違っているなどの理由で、

モータに過負荷状態が発生した場合、モータ焼損を防止するため、自動的に電源を切る装置です。 

●サーマルリレー 

５～６ページ仕様表に記載しているサーマル設定値（Ａ）が設定できる、適正なサーマルリレーを

設置してください。 

●モータ保護装置が作動した場合は、電源を遮断し、原因を取除いてください。 

原因を取除いた後も運転できない場合は、危険ですのでむやみに分解せず、販売店へお申し出

ください。 
 

(４) 適正なヒューズをご使用ください 

モータ容量に合わせて、適正なヒューズをご使用ください。 

 

(５) 配線例 

マグネットスイッチと電源スイッチの配線は、下記の配線例を参考にしてください。 

≪ナイフスイッチで運転≫ 

 

 

 

 

 

 

Ｒ 
Ｓ 
Ｔ 

Ｒ 
Ｓ 
Ｔ 

マグネットスイッチ 

３相２００Ｖ 

５０/６０Ｈｚ 

ＮＦＢまたはＫＳ 
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≪操作用ボタンスイッチで運転≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.設置後の確認 

① 換気扇は、規定のボルト本数（４本または８本）で確実に固定されていますか？ 

② 設置した換気扇に合った電源（１００Ｖ、単相２００Ｖ、３相２００Ｖ）に正しく接続されていますか？ 

③ 試運転 

  電源を確認後、スイッチを投入して試運転してください。 

  異常がないことが確認できましたら、スイッチを切って試運転を終わります。 

 

 

 

５ こんなときは（故障かな？と思ったら） 
 

安全にご使用いただくために、必ず「１安全のために必ずお守りください」の項を先にお読みください。 

 

故障診断の手引き 

症 状 調べるところ 直 し 方 

始動しない 

電源コードがしっかりと接続されて

いますか？ 

電源接続部を点検し、確実に接続してください。 

プラグをコンセントに差込んでください。 

電源ブレーカーが落ちていませんか？ ブレーカーが落ちた原因を取除いてください。 

電源コードが断線していませんか？ 
断線箇所を補修してください。 

電源コードを交換してください。 

サーマルプロテクターが作動していま

せんか？ 

（１００Ｖ機種、単相２００Ｖ機種） 

モータへの過負荷により、サーマルプロテクター

が作動します。 

一旦電源を遮断し、原因を取除いてください。 

電源が供給されていますか？ 

（停電など） 

電力会社や、電気工事店に連絡して対処してくだ

さい。 

異常音がする 

振動が激しい 

ハネが変形したり、亀裂が入っていま

せんか？ 
ハネを交換してください。 

他の振動物と共振していませんか？ 
他の振動物と共振しないように、設置位置を

変えてください。 

※上記の処置を行っても症状が改善しない場合は使用を中止し、電源を切って、販売店に点検・修理をご相談

ください。 

※ご相談の際は、故障内容と共に、銘板に記載している機種名をご連絡ください。 

３相２００Ｖ 

５０/６０Ｈｚ 

マグネットスイッチ 
ＮＦＢまたはＫＳ 
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６ 安全のための点検のお願い 
 

 危 険 

 
換気扇を保守・点検する際は、必ず制御回路のブレーカーを切る。 

また、不注意などでスイッチを入れないように、制御スイッチに「投入禁止」の札をつける。 

＊感電や事故の危険性があります。 

 

安全にご使用いただくために、定期的に下記項目の点検をしてください。 

点検で不具合が見つかったときは、すみやかに処置を施してください。 

点 検 項 目 処   置 

電源コードは、傷んだり変形していませんか？ 電源コードの交換が必要です。 

電源プラグが変形したりグラついていませんか？ プラグの交換が必要です。 

ハネにゴミが付着していませんか？ 
中性洗剤やアルコールなどを使用し、ハネおよび

パネルなどを掃除してください。 

ハネに亀裂は入っていませんか？ 

ハネの交換が必要です。 

ハネのバランスは狂っていませんか？ 

★モータは、密閉型ボールベアリングを採用していますので注油の必要はありません。 

★年１回程度、モータの絶縁抵抗を検査することも安全対策として有効です。規格は１メガオームですが、最低

１０メガオーム程度に抑えておくほうが無難です。検査には専門知識が必要です。 

 

 

 

 

●点検、清掃について 

モータ、モータアーム、ハネ、パネルは、定期的に清掃してください。 

過度の汚れは、性能低下、モータ焼損、ハネ破損の原因になります。 

点検、清掃中に、腐食などの不具合が見つかったときは、販売店に修理をご依頼ください。 
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７ アフターサービスと保証について 
 

 注 意 

 
当社製品の補修・修理には、当社純正部品を使用する。 

＊当社純正部品以外を補修部品として使用すると、特性が合わず、故障や事故の原因になります。 

＊当社純正部品以外を使用した場合のクレームおよび修理のご依頼などは、お受けできないばかりで

なく、すべての保証の対象から外れる場合があります。 

＊他メーカー製品に当社部品を使用した場合も同様とします。 

●修理について 
補修用パーツの発注および修理などのお問い合わせは、品番、製造番号、ご購入日をご確認のうえ、お買い上げ

の販売店、または当社お客様相談室お申し付けください。なお、スイデン製品は、家電製品に準じた保有期間を

独自設定しています。標準部品としての補修用パーツの保有期間は、製造打ち切り後６年です。 

●保証について 

この製品の保証期間は納入日より１年間とし、次の場合に限り無償修理の対象となります。 

 

 

 

 

 

 

  安全に関するご注意 
●本製品を、食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途については、確認のうえ使用してください。 

 品質低下などの原因になることがあります。 

●本体には、据え付けおよび電気工事などが必要な場合があります。お買い上げ販売店または専門業者に

ご相談ください。工事に不備があると、感電や火災・事故の原因になることがあります。 
 

 

 

 ★長年ご使用の有圧換気扇の点検を！      

 

このような

症状はあり

ませんか？ 

●スイッチを入れても時々運転しな

いことがある。 

●運転中に異常な音や振動がある。 

●本体が変形していたり、異常に熱い。 

●焦げ臭い“におい”がする。 

●その他の異常がある。 

▲
 

お願い 

異常があれば 

ご使用を  

即、中止!! 

このような症状のときは、故障

や事故防止のため、スイッチを

切り、電源プラグをコンセント

から抜き、必ず販売店に点検・

修理をご相談ください。 

 

 

 

 
アフターサービスのお申し込みについて 

アフターサービス・修理のお申し込みは、お買い上げの販売店または、お客様相談室へお申し込みください。 

 
●お買い上げ販売店のメモ欄 

 店 名  お買い上げ年月日 

     年     月     日 

 

 所在地  ＴＥＬ  

ＦＡＸ 
 

≪製品の廃棄について≫ 本機を廃棄するときは、分解し、分別処理して廃棄物処理場に出してください。 

 

スイデン商品についてのお問い合わせは、お買い上げの販売店または、お客様相談室へどうぞ！ 

お客様相談室 フリーダイヤル     ０１２０-２８５-２４０ 

Ｅメールでのお問い合わせは  ｉｎｆｏ＠ｓｕｉｄｅｎ.ｃｏｍ 

  〒543-0062 大阪市天王寺区逢阪 2-4-24  ホームページ ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｓｕｉｄｅｎ.ｃｏｍ 

取扱説明書に沿った保守点検を実施したにもかかわらず、保証期間内に当社の設計・組立の不備に

より、故障または破損が発生した場合。（日本国内でご使用の場合に限ります。） 

ただし、故障または破損に起因する種々の出費およびその他の損害に関する保証はいたしかねます。 

また、無償修理時、故障原因に関係なく消耗し、交換が必要だと判断した部品については、有償と

させていただきます。 

無

償

保

証

 


